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単元の学びを「自分ごと」にする工夫



　本単元のトピックは、絶滅危
惧種や環境問題です。「絶滅の
危機にある動物の気持ちになっ
てポスターを書く」という活動
を通して、動物も人間も一緒に
生きている仲間だということに

単元の学びを「自分ごと」にする工夫

導入は身近な動物で
　絶滅危惧種や環境問題を英語で学ぶのが
「難しそう」と感じるのは、子どもも同じ
です。だからこそ単元の導入では、「面白
そう」「英語でもできそう」と感じられる
ように、身近な動物で楽しいやり取りをし
ます。
　まずは、教科書 pp. 52-53 の動物の体
の一部分を拡大した画像を提示し、What 
animal is this? と尋ねます。Cat! Lion! な
どの声が上がりますが、ここでは、私の好
きな動物、Tigerを答えにしました。その後、
About You のコーナーに書かれているよう
に、I like tigers. Do you like tigers? What 
animal do you like? と好きな動物につい
て数名とやり取りをしてから、子ども同士
での同様のやり取りにつなげました。
　次に、インターネット上から探した動

単元ゴールを「自分ごと」に 　単元のゴールを「自分ごと」にするため
には、子どもといっしょに決める場を設け
ることも重要です。前述のゴールに対し、
どんなデジタルブックを作れば世界の人々
に日本の動物を知ってもらえるかを話し合
います。その結果、「シンプルでどんな人
が見ても分かりやすく、実物を見たくなる
ような」デジタルブックを作ることに決ま
りました。
　単元の計画についても、全て教師が決め
るのではなく、どんなことを学んだり表現
できるようになったりするとよいかを子ど

明確な目的や必然性をもたせ、
やりたくなる活動を仕組む
　単元のゴールを設定する際には、「ALT
が犬よりも猫の方が好き」という話題から
始めました。犬や猫が含まれる青グループ
と、教科書に載っている動物が含まれる赤
グループとを提示し、The animals in the 
blue group are happy. The animals in the 
red group are sad. Why? と尋ねます。す
ると、「赤のグループは絶滅危惧種だ」と
いうことに子どもが気づきました。

物の鳴き声の音声を流し、What sound is 
this? と尋ねます。GorillaやPanda の鳴き
声が答えとわかると、子どもは「声、高っ！」
「意外にかわいい声！」と驚いていました。
次に、Where do tigers live? と尋ねると、
Zoo! との答え。すかさず低学年の遠足で
行った動物園の写真を出し、That’s right!
と言います。にこにこしながら以前の写
真を見ているところへ、Where do wild 
tigers live? と尋ね、動物が暮らす場所や食
べるものの話題へとつなげていきました。

子どもと決める場を設ける

自分なりの表現ができるように

　相手に伝えようとする際、自分なりの表
現をすることが必要になります。そこで私
が用いているのが「センテンスカード」で
す。これは、学習支援ソフト（「ロイロノー
ト・スクール」）上の絵カードに子どもや
教師の声を録音し、蓄積したものです。子
どもは、友達のセンテンスカードを参照し
たり、友達と協力して新しいカードを作っ
たりしながら、自分なりの表現ができるよ
うになっていきます。なお、センテンスカー
ドのイラスト順に語を書くことで、語順へ
の気づきを促すこともできます。

　次に、ALTが「私の国にも絶滅危惧種が
いて、いろいろな問題がある。日本の動物
についても教えてほしい。この問題をみん
なで考えたい。」と話す動画を視聴します。
「みんなはどうする？直接話す？直接は難
しいよね…。じゃあ、こんなふうにするの
はどう？」と切り出し、私が作成したデジ
タルブックを提示しました。「これを作っ
てみたい！」という子どもの気持ちを引き
出し、「デジタルブックを作り、世界の人々
に日本の動物を知ってもらおう」という単
元のゴールをいっしょに設定します。
　導入で扱った身近な動物が絶滅危惧種だ
と気づき、ALTの国にもいることを知る…。
このように子どもが「はっ」とする瞬間を
創り出すことが、「自分ごと」にする鍵だ
と考えます。また、内容が難しい分、子ど
もがやってみたいと思えることが大切で
す。このときは、本への関心が高い学級だっ
たので、教科書のゴール活動をアレンジし
て、Book Creator というアプリを使用し
たデジタルブック作りの活動にしました。

もと話し合って、決めます。そうすること
で、１回１回の授業が単元のゴールにつな
がっていると感じられ、主体的に取り組む
ようになります。

おわりに
　デジタルブックを作った際に、I like ~.と
動物になりきって音読した子どもがいまし
た。教室の中は笑いと共感の渦に。トピッ
クを「自分ごと」として考え、自分なりの
工夫をした結果なのでしょう。単元のゴー
ルには、こんなふうに「子ども自身が考え
て工夫する余地」があることも大切です。

あなたの好きな動物は何
かな。その動物の好物や
特ちょうは何かな。
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写真の動物たちには、どんな共通点があるかな。

The More We Get Together p.12 - 13

Story

Let’s think about animals.

野生動物の図かんを見ているリリーを囲んで、みんなが話し合っているよ。場面・場面・状状
じょうじょう
況況
きょうきょう

3ヒントクイズを聞いて、答えとなる動物の
写真を指そう。

Let’s listen 
and point.

動物の気持ちを伝えるために、ポスターを書くことができる。
Goal

いろいろな動物の名
前の言い方を知ろう。

動物が食べるものを
考えて伝え合おう。

好きな動物を演じて
Who am I?クイズ
をしよう。

ポスターを読んだり、
自分でポスターを
書いたりしよう。

Hop! Step 1 Step 2 Jump!

Link 理科Let’s sing. Small Talk 5352

気づかせたい単元ですが、「自分ごと」に
するのはなかなか難しいですよね。この　
トピックをどのように「自分ごと」にして
いくか、私のこれまでの実践をベースに、
いくつかの工夫をご紹介いたします。

“Iriomote wild cats live in the mountains." のカード

Here We Go!  6 年 pp. 52-53

「センテンスカード」の活用
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学習支援ソフトで授業をアップデートしてみませんか？

　学校現場では、「自己調整学習」「自由進度学習」など、これまでの教育観や授業観のアップ
デートを迫られるようなキーワードが急速に広がってきているように感じます。1人１台端末
も導入され、授業を変える必要性を感じているけれど、何から始めてよいかわからない、取り
掛かるには心理的ハードルが高い…。そのような先生におすすめしたいのが、Google スプレッ
ドシートで作った学習計画表の活用です。Google スプレッドシートは、Microsoft Excel によ
く似た機能を備え、クラウド上での共同編集がしやすいという利点を持つ、使い勝手のよいア
プリです。「子どもたちの考えをリアルタイムに共有できるノートやワークシート」だとイメー
ジしていただくとよいと思います。
　学習計画表の使い方は、次の通りです。授業の初めに、教師が提示した本時の目標（ここで
は「曜日や教科の言い方を知ろう」）をもとに、子どもはこれまでに自分が書きためた振り返
りや友達の記述を参照するなどして、本時の自分のめあて（「発音に気をつけながら曜日や教
科の言い方を覚えよう」など）を書きます。活動後、授業の終わる７分くらい前に、自分のめ
あてについての振り返りをします。そこで新たに出てきた自分の課題を解決するために、「伸
ばしたい力（技能）」や「使いたい教材や学び方（学習方略）」を記録してから、残りの時間を
「Study Time（自学の時間）」として活用します。このように、課題解決のためにどのように
学ぶかを考えたり、他者の学びを参照したりする時間を設けることで、子どもは意識的に自分
の学びを調整しようとしていきます。
　この学習計画表は、1つのタブで全員の書き込みが一覧できるようにすることと、各時間の
タブを分けることが肝心です。そうすることで、どのように課題を設定して学びを進めたかと
いう「学びのプロセス」が、子どもだけでなく教師にも可視化されることになり、指導や評価
に役立てることができるでしょう。振り返りシートを配布したり回収したりする手間もかかり
ません。デジタルなので、コピー・ペーストを駆使すれば驚くほど簡単に作ることができます
し、持続的に運用できます。まずはこんなふうに、手近なところから始めてみませんか。

Googleスプレッドシートで作った、学習計画表の活用
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5 年 Unit 3 の学習計画表（筆者作成）の一部

第 1回


